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   Chromomycin  A3, Toyomycin is a new antibiotic for tumor produced from Streptomyces 
griseus No. 7. It was found in the soil of Toyonaka city, Osaka, Japan and presented by 
Research Laboratory of Takeda Pharmaceutical Industries, Co. Ltd.. This antitumorous agent 
was administered intravenously in 6 cases with inoperable malignancies. 
   In a case with adenocarcinoma of the prostate clinical improvement was seen, associated 
with histological regression of carcinoma. Cystourethrography also showed ecrease in size 
of tumor. In remaining 5 cases, however, efficacy was not so remarkable. They were 1 
case of neuroblastoma, 2 transitional cell carcinoma of the bladder and 2 renal carcinoma. 




















これ ら抗腫瘍剤 として今 日まで色々使用 され





に分けられ る.化 学療 法剤 と手 術 との併用で
あるが,Smith等 の研究 によると腫瘍摘除後
創部の生食洗浄液の細胞学的検索を行った所,
その約26%に腫瘍細胞 をはつ きり認めた と報告
して居 る.又 血中の腫瘍細胞の発 見も可成 り高
度 の発見率をもち数多 くの 報 告 が あ る が,
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Moore等によると末梢血 中では約52%,局 所
静脈か らは更 に高 く約55%に細胞 を 認 め て い
る.こ の事 を考 えに入れると手術する しないに
拘 らず化学療法剤を強力に使用する事 は絶対 に
必要である.
我 々は少数例乍 ら根治手術不能 の泌尿器科悪
性腫瘍患者 にChromomycinA3(Toyomy-
cin)を使 用して1例 であるが劇的な る抗腫瘍
効果 を認めた前立腺癌の症例 を経験 したので,
ここに他の数例 と合わせて報告す る.又 この報
告が前立腺癌に対 する新抗腫瘍剤Toyomycin
の今後の道標 になれば我 々の幸い とする所 であ
る.
Toyomycin
Chromomycinは1956年豊 中 市 の庄 内駅 近 くの土壌
中 よ り発 見せ られ たStreptomycesgriseusNo.7か
ら抽 出 された もので,A(Aユ ～A5),B(0.P.F.),C,
が あ る.こ の中 で 最 も制 癌 作用 の強 い ものはA群 で,
そ の成 分で あるChromomycinA3は吉 田 肉 腫,肝
癌,エ ール リッ ヒ癌,其 の他 の腹 水 癌 に対 して,わ
つ か10mcg/kgで も有 効 で あ る と い わ れ る,又
Gram陽 性菌 に対 して も抗 菌作 用 を 示 す と い わ れ
る.
ChromomycinA3はToyomyci11と名付 け られ,
そ の 化学 的性 状 は 分子式(C22-23Hsu-34011)11と推
定 され る.輝 黄 色 の結 晶 粉末,m。p.183℃,〔α〕D2e
:-550～-72e(1%EtOH),水に難 溶,有 機 溶 媒 に
は やや よ くとけ る とされ て い る.粉 末 状態 では 室 温で
明 るい場 所 に 放置 す ればA→B→C→ 無 効粉 末 と変 化
して力 価 が下 る.
薬 理作 用 は マ ウス に対 して毒性 はo.75mg/kg(i.v.)
(LDs,)で他 の抗 癌性 物 質 と比 して 毒 性 も可 成 り大 で
あ る.又LD5。/最 小有 効 濃 度 をActinOmycinに比
して み る と同程 度 以上 と され て い るが そ の毒 性 が 蓄積
す る といわれ る.其 の他 の詳 細 は割 愛 させ て い た だ
く.
使 用方法 及 び対 象
使 用 方 法は 症例 に よつて 異 るが,初 回 よ りChrOm-
omycinA30.5mg(力価),Sod.Salicy1.50.Omg,
Sod.chlor.90.Omgを20%ブドー糖 注 捌 液 に溶 か し
て連 日又 は 隔 日に 徐 々に静 脈 内に 注 入,全 使 用量 は 症
例 に よつ て 異 り最 高53.5mg,最低0.5mgで あ る.
対 象 は 京都 大 学医 学 部 泌尿 器 科教 室 に 入院 した 患者 の


































































尿 蛋 白(措),ウ μ ビ
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るが,其 の 他膀 胱 鏡 的所 見 で は 肉柱形 成 著 明,青 排 泄
試験 では 両 側8'に 至 る も排 泄 されず,排 泄 性 ピエ ロ
グ ラ フィ ーで は両 側 と も矢 張 り造 影 されず ,逆 行性 ピ
エ ログ ラフ ィ ーで 左 腎は 腫瘤 のた め圧 迫 され ,完 全 に
変形 し,腎 孟 の 形 を 残 してな い 腎孟 を みた.こ の 患
者 にToyomycinを1日0.5mg11月13日 よ り連 日
i.v.に投 与.1ケ 月後 の血 液 所見 は 赤 血 球 数285×
104,Hb.56%,HJ.0.99,白血 球数16,300,百分 率 で
は 桿 状 核26.0%,皿核45.5%,皿核18.0%,単球 が2.5
%,小 リソパ球 が8.0%と 貧 血 を来 た した の で,輸 血
を併 用 しつ っ12月6日 迄 計12mg使 用,其 の 時 の血
液 所 見 は赤 血 球 数362×104,Hb.69%,H.1,0.94
白血球 数29,900と改 善,肝 機 能 もM.G.7,CoR6,
CdRs,B.S.P.5～10%(30')と増 悪 せず,全 身 的
に も発熱 も下 り腫 瘤は 圧 痛 が消 失 した た め境 明瞭 とな
りや や縮 少 した感 が あつ た.こ の症 例 に 於い て 食思 不
振,頭 痛 等 の 副作 用は なかつ た が,残 念 乍 ら翌37年1
月22日乏 尿 の ため 全身 浮 腫 を来 し,尿 毒症 及 び心 不全
のた め死 亡 した.
症例3川 ○ 治060才 δ.
臨床 診 断 前 立腺 癌.
組 織 診 断 腺 癌.
主訴 完 全尿 閉.
家族 歴 特 記 すべ き もの な し.
既 往 歴 約9年 前 軽 度 の脳 盗 血 に患 す.
現病 歴 昭 和36年7月18日,突 然 完 全 尿閉 を来 し本









血 清 蛋 白
CdRlo
B.S.P.(30')10　15%
































リ ン パ 球(中)1.0%
(!」、)15.59■o
血 沈 平 均3g.5rnmHzO
N.P.N.27.lmg/d1
血 清 総 蛋 自8.09/d1
肝 機 能 試験
M,G.4,CoR3,
CdRg
検 尿 所見 蛋 白(+)糖
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Cr32PO4腫瘍組 織 内 注入
`
の筋胱 撮影(図2.3)
及び 除 皐術 に加 え てCrP3104の組 織 内 照 射 療法 を 施
行.9月5目 よ り連 日0.5mgのToyomycinを 静
注 した.9月22日 の膀 胱撮 影で は 腫 瘍 は 劇 的に そ の
大 き さを縮 少 し(図4),更 に退 院 時10月25日には,図
5の如 く殆 ん ど正 常 の膀 胱 像 を 得 て い る,組 織 所見 は
退 院時 のBiopsyに よつ て 得 た もの は図7に 示 す 如
く,細 胞 の 多形 性 をみ る.退 院 時 の血 液 像 は 赤血 球 数
322×104,Hb.80%,色素 指 数1.24,白血球 数4,600Se
その 白血 球 百 分 率 では 異 常 な く,血清AcidP-ase8.0,
Alkalip-ase3.8,ProstaticA.P-aseO.5単位 とい
つ れ も正 常 値 に近 づ い て い る.こ の 症 例 の経 過 を 図で
示 す と,図1の 如 くに 卓 効 を得 て 居 る.現 在 経 過観 察
中 な る が全 身 状 態 良好 でTOyOmycin投与 に よつて 来
す と云 わ れ る 食思 不 振 な く,入 院 中 の総 投 与量22.5

























































せ しめ る一 見 して 乳頭 状 癌 と分 る腫 瘍 が 存在.バ リゥ
ム膀 胱造 影法 に て もそ の レ リー フを 確 認 し得 た.
入 院時 諸検 査 及 び経 過 末 梢血 液 像 は,赤 血 球 数
283×104,Hb,50%,H.1.0.89,白血球 数 は10,400,
その百 分率 にて も異 常 な く,肝機 能 検 査 と して,M.G.
4,CoRt,CdRlo,N。P.N.38.4mg/d1,クレア チ ニ ン
1.85mg/dl,E.C.G.正常 で あつ た.こ の症 例 は高 度 の
盆 血及 び腫 瘍 浸潤 が つ よいた め 手 術 の適 応 外 と考 え,
入 院 日 よ りToyomycin1日0.5mgを輸 血 と併 用 し
て静脈 内投 与.連 目10日計5mg使 用 して 後 の検 血 で
は赤血球 数314×104,Hb.62%,HJ.0.98,白血 球 数
8200と改 善 され て 居 り又 百 分 率 では 好 酸 球 の増 加 が
めだっ た.し か しこれ は輸 血 に よる変 動 と 考 え られ
る.こ の症 例 には 注 射時 一 過 性 の悪 心 を 認 めた.入 院
後18日目,出 血 高 度 の ため 全 身 衰 弱,心 不 全 を来 して
死亡 した.
症例6大 ○ 善064才6
臨床 診断 膀 胱 癌.
組織 診断 乳 頭 状 癌
主訴 終 末排 尿 痛,尿 潤 濁.
家族歴 特記 す べ き ものな し.
既 往歴 約2年 前 右肺 結 核,気 管 支 喘 息 に患 す.
現 病歴 昭 和36年2月 頃 よ り終 末 排 尿痛 あ り,同 年
8月 よ り軽度 の排 尿 困 難,頻 尿 を と もな うよ うに なっ
た.1同年10月31日入 院.
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入 院時 現 症 体 格 大,栄 養 良,胸 部 及 び腹 部 と も打
聴 触 診上 異 常 な し.粘 膜 の 貧血 な く諸 リンパ腺 の腫 張
を認 め なか つ た.
入 院 中諸 検 査 及び 治療 経 過 検 尿所 見 は蛋 白(督)
白血 球(+),上 皮(+),赤 血 球(赫)を み と め
た 。末 梢 血は赤 血 球365×104,Hb.77%,H.1,1.05,
白血 球 数9,700又 そ の百 分率 は ほぼ 正 常.血 清蛋 白
7.9g/dl.肝機 能 試験CoRl,CdRio,N.P.N.21.7mg
/dLク レア チ ニ ソ1.10,P.S.P.(15')16%,(30')
Σ33%,(60')Σ44%,(120りΣ55%.CRP.十2.膀
胱 鏡 的 に左 尿 管 開 口部 上方 に 約2×3cmの 腫 瘍 が1ケ
とそ の 他三 角部 に3ケ 点 在 して いた.青 排泄 は 両側 と
も8'前 後.排 泄 性 腎孟 像 正 常.同 年11月14日膀 胱部
分切 除 術施 行 及 び電 気焼 灼 術 を併 用.こ の 症例 に は術
後2日 目よ りToyomycinを0.5rngづっ10日間 計
5mg使 用.術 後57日 目膀胱 鏡 に て腫 瘍 の再 発 は 無か
つ た.退 院 時 尿所 見 も改 善 され,手 術 と併 用 のせ い も
ある が全 身 的 自覚 症状 は 非 常 に改 善 され,現 在 経過 観
察 中 で あ る.こ の症 例 も白血球 数 の減 少 等 の副 作用 は
み な かつ た.
結 語
我 々は泌尿器科悪性腫瘍患者の6例 にToy-






















考醗 議 ・紐 細 胞学 上
血 肝 食不 頭及 局
液 機 口 所
像 能 思振 痛渇 痛















著 フ ァ タ(一)(一)生 効 一 ゼ
↓ ↓




・驚 状蟻、輔 5mg不 変 不 変 不 変(一)(一)(+)(+)(+)死 無
巻頭状 鎚/d1・日間 変不 (一)(一)(一)













































































12)其 の 他TOyomycinに 関 す る 文 献 は 省 略 さ
せ て い た だ く.
柵'酒 徳 矩 一淑 器科領域の悪性鵬 儲 に対するT。y。m,,i。 の応用
図2(症 例3)入 院時膀胱部単純撮影 図3(症 例3)入院時膀胱造影撮影
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図4(症 例3)Toyomycin7.5mg
















使 用 後膀 胱 造影 撮 影
糞難
図6(症 例3)前 立 腺Biopsy腺癌
r-7 「 」
図7(症 例3)前 立 腺Biopsy,Toyomycin
22.5mg使用 後
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図8(症 例4)後 膀胱腫瘍 図9(症 例4)縦 隔 部 神 経芽 細 胞 腫(剖 検)
ToyomycinO.5mg使用
